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北大水産葉報
49(3)， 91-105， 1998. 

飼育下におけるネズミイルカの威嚇鳴音

中村耕司1)・赤松友成2)・島崎健二1)

Threat Clicks of Captive Harbor Porpoises， Phocoena phocoenα 

Koji NAKAMURA1)， Tomonari AKAMATSU2) and Kenji SHIMAZAKI1) 

Abstract 

Harbor porpo白紙 P伽即時aplw仰向α，have a simple vocal repe巾 ireconsisting almos七
entirely of ultr拙 onicclicks. Inも，hissもudy，behavior of cap七iveharbor porpois儲阻d
recorded七heirvocaliz叫ions. Interindividual behavior岨.dindividual behavior were 
classified in七014and 8ca旬gories，respectively. Ten ofぬ.e22 ac七iviti，回wereassociate.d with 
clicks. Half of the clicks recorded were produced during “snouting" behavior， in which七he
click-producing porpoise turned i飽 snouももow町d七heface of another porpoise. Click in七er-
vals during “snou七ing"were 3.7ms (SD=1.7)， which is significantly shorter七hanも，hose
during theo七herbeh晶viorcaもegories. Porpoises who heared出国eshort click-in旬，rvalclicks 
always swam aw品，yfromぬeclick produ田，r，suggesting th鉱山田eshorもclick-intervalclicks 
may be usedω ぬr抽旬nother individuals. 

Key words: Harbor porpoise， Phocoenαphocoolω， Clicks， Threat signal 

緒言

一般に，イルカ類の鳴音は大きく二つに分類することができる。一つはホイッスル (whistle)と

呼ばれる挟帯域連続鳴音であり，人の可聴域である 20kHz以下に主な成分をもっている。もう一

つはクリックス (clicks)と呼ばれる広帯域パルス鳴音が集合した鳴き声であり，超音波領域に主

な成分をもっている。イルカ類は，クリックスのみを発する種と，クリックスとホイッスルの両

方を発する種に分けることができる (Caldwelland Caldwell， 1971; Sjare and Smith， 1986)。ホ

イッスルを発する種は，複雑な社会構造をもった数十頭からなる群れをつくり，沿岸から外洋ま

での広い範囲に分布している。これに該当する種としては，ハンドウイルカ Turs句struncat同

マイルカ Delph初回 delph勾，カマイルカ LagtJnOrh伊whus obl中九伽1，8，マダライルカ S伽wlla

ωumuαω，そしてハシナガイルカ S加wllalo吋的st巾などがあげられる。それに対し，クリック

スのみを発する種は，単独か小さな群れをつくり主に沿岸域に生息している (Herman姐 dTavo-

19a， 1980)。この種に該当するのは，ネズミイルカ Pおω明ω phoωena，スナメリ N佼YJiゐωena

p恥ωenoiぬれセツノfリイルカ Oepha伽h少whushecωn，イロワケイルカ Oephaゐ減少whusωmmll'l・-

S側n~ などである。イシイルカ PhoωtJnO他s dalliはクリックスのみを発する種であるが，外洋域
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にまで生息している。

この二種類の音の機能については，様々な説がある。 Caldwelland Caldwell (1965)は，ハン

ドウイルカを用いた水槽実験で，それぞれの個体が発するホイッスルの 90%近くが各個体特有の

ホイッスルであることを発見した。そのため，彼らはこのホイッスルをシグニチャーホイッスル

(個体識別用ホイッスル)と呼んだ。また， Tyack (1986)は，二頭のハンドウイルカを用いた水槽

実験で，各個体が相手のシグニチャーホイッスルをまねていることを明らかにし，これらのシグ

ニチャーホイッスルが個体聞の親密な関係を確立し，それを維持するために用いていると考えた。

このように，ホイッスルには社会性を維持するための機能があると考えられている。クリックス

には，エコーロケーションとしての機能がある (Au，1993)。エコーロケーションとは自らが発し

た音の反響を利用し，標的の位置や大きさ，材質などの情報を得る能力，あるいはその行動のこ

とをいう。ハクジラ類は，エコーロケーションにより視覚の利きにくい水中でも，餌を探知し捕

獲することができる。コウモリもイルカと同様にこのエコーロケーションの機能のあるソナー音

を発する (Neuweiler，1984)。また，コウモリではこれらの音をエコーロケーションのためだげで

なく，群れを維持するための個体識別音として用いていることが知られている (Mohres，1967 ; 

Mas旬r的 al.， 1995)。また，数百分の l秒程度の差で同期的に発せられる鳴音はコウモリの母獣に

よる仔の認識に何らかの役割を果たしていることが示唆されている(松村， 1989)。そのため，イ

lレカ類においてもコウモリと同様，個体識別音としての機能や，特定の行動と関連のあるコミュ

ニケーション音としての機能がクリックスにあるのではないかと考えられてきた (L阻 g and 

Smiぬ， 1965; Watkins， 1980; Herman and T晶，volga，1980)。

D晶.wson(1991)は，ニュージーランド沿岸に生息するセッパリイルカのクリックスの物理的特

性と，そのクリックスが発された時の行動との関係を調べ，複雑な波形構造をもったクリックス

は小さな群れより大きな群れに多く，ノ'i;レス間隔の短いクリックスは空中へジャンプしたり活発

に泳いでいるときに多く観察されることを報告している。ネズミイルカに関しては，ヨーロッパ

沿岸に生息する個体群を用いた断片的記載があるだけである (Amundin，1991)。

本研究では，複数頭のネズミイルカを同時に飼育し，個体間での行動のやりとりを明らかにす

るとともに，クリックスの音響特性とクリックスが発されたときのイルカの行動との関係を調べ，

鳴音の機能抽出を試みた。

材料と方法

材料

本研究は北海道大学水産学部付属臼尻水産実験所において行った。実験材料として， 1993年4

月3日から同21日までの間，北海道の渡島半島の太平洋岸に面した南茅部町臼尻と大船沖の定置

網に混獲されたネズミイルカ (P，めωenaphωω冗α)を用いた。用いたネズミイルカは雄1頭，雌

4頭の計5頭である。各個体の識別のために雄は個体番号No.l(体長 152.0cm)，雌は体長の大き

いものから No.2(体長 170.0cm)， No. 3 (体長 151.0cm)， No.4 (体長 148.0cm)， No. 5 (体長 128.0

cm)とした。ネズミイルカの飼育には，実験所の野外に設営した直径6m，水深1.5mの円形水槽

を用いた。なお，行動観察は，上記5頭全てをこの水槽内で同時に飼育した状態で行った。午前

8時と午後5時の二回，各個体が飽食するまで餌としてホッケ Pゐtrogrammusaz側闘を与えた。

なお，ビデオによる個体識別を行うため，背鰭の前部付近に白色の塗料で印を付けた。

観察システム

ネズミイルカの発するクリックスは，持続時聞が約1∞μs，主なエネルギーが1l0-150kHzの
92 -
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周波数範囲にあるクリックからなる (Mohland Andersen， 1973)。このような高い周波数の音は，

通常の録音装置では記録ができない。そこで，クリックに波形変換を施して，音圧とクリックの

間隔の情報を通常のビデオテープの音声トラックに収録するシステムを開発した。クリックスの

録音と同時に， 8mmビデオカメラによるイルカの行動の録画も同時に行った。 8mmカメラは水

槽を見渡すことができる実験所の屋上に設置した。また，夜間でも行動の観察が行なえるよう， 60

Wの白熱灯を水槽に向けて照射した。

観察装置のブロックダイアグラムを Fig.1に示した。図の右側にはクリックスの信号処理状況

を示した。高周波対応水中マイクロホン (B& K 8103)と2kHzの高周波漉過フィルターを用い

て，高周波成分のみの抽出を行った。個々のクリックはClickde旬cωrと呼ぶ信号変換回路で矩形

波に変換した後，別に用意した発振器 (NF回路設計ブロック製)の 6kHzの正弦波を，矩形波で

振幅変調して VTRの音声入力(左チャンネル)に録音した。この信号変換によって，クリックの

音圧と受信時刻の情報が記録された。

l::I~gh ~r.!tque~cy 5ignal Processlng 
Televlslon Plcture 519nal 50und 

V1deo camera 
Panasonic WV・BL2∞

Vld回 Input

8mm SONY EV.・S55

円
叫 且』
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Fig. 1. The block diagr加nof recording sysもem.
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解析システム

各クリックの音圧と受信時刻が自動取得されるシステムを用いた (Fig.2)0 4 kHz~8 kHZのバ

ンドパスフィルター (NFFV・606T)を用いて，記録されているクリック以外の雑音を低減させ

た。その後，信号変換器で矩形波に変換し， A/D変換器で振幅と受信時刻の数値情報を取得した。

クリックとクリックの間隔(クリック間隔)が数ミリ秒から数百ミリ秒の範囲で変化するク

リックの一連の集団のことをクリックスあるいはクリック列 (clickもrain)という (Fig.3)。本研

究でのクリック列の定義を，サンプリング間隔 128ms内に 5つ以上のクリックがあるものを一つ

のクリック列として，クリック列内でのクリック間隔および，音圧レベルの平均値を求めた。

なお，観察システム，解析システムの詳細については，赤松 (1997)を参照されたい。

行動観察の方法

行動の観察は飼育水槽を上から見ることができる実験所の二階から行った。行動の観察と記録

は二人一組で行い，一人が行動の観察を，もう一人が観察者のコメントを記録する形式をとった。

記録者は行動の種類とその行動のあった時刻(分単位)，そしてその行動を行っている個体名(あ

る個体から他個体への行動の場合，その行動を受ける側の個体名も併記した)を記録した。

行動とクリックスの関連を見るには，これらの行動が行われた正確な時刻の確認が必要になる。

そこで，上記のデータを参考に;8mmビデオの映像から行動発生時刻を秒単位まで記録し直す作

業を行った。このビデオによる確認解析作業の際上記で記録した行動情報の確認も同時に行った。

録音観察の開始日は，全個体が餌のホッケを摂餌するようになった 4月25日から三日間行っ

Signal Processlng 

I I 2 

0日。011OOnO~OO 。

00200 4002 0 1 000 

Fig. 2. The block diagra.m of an晶lysissystem. 
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Fig. 3. Struc七ureof click七rainand single click (Akama七suet al.， 1994). 

Tlme 

-447' 

た。録音観察実験は二時間を 1セッションとして行った。 4月25日は 09:33-11 : 14， 15: 19-17 : 

17， 20: 59-22: 58の3セッション.4月26日は 03:0ふ05: 06， 09: 24-11 : 20， 11: 35-13 : 34， 15: 

01-17 : 00， 21: 06-23 : 01の5セッション.4月27日は03: 03-05 : 02， 09: 28-11 : 28， 15: 00-17 : 

00の3セッションで，計1，286分の録音観察実験を行った。

クリックスを伴う行動の定義

イルカ類のクリックスの発音は噴気孔下の鼻部組織内で行われている (Dierckset a1.， 1971; 

Dormer， 1979; Cr阻 ford的晶，1.， 1996)。そのため，鳥類や陸棲晴乳類で見られる発音時の開口のよ

うな発音動作を外見から確認することができない。そこで，本研究ではクリックスを伴う行動と

して，次のような定義を行った。すなわち，クリックスをともなう行動とは，その行動の持続時

間内にクリックスが観察され，かっその聞に複数以上の行動が行われていないことを条件とした。

複数の行動が同時に混在する時間帯のクリックスは，発音個体不明として処理した。

クリックスをともなう行動の確認作業は，上記の音響解析システムで処理を行ったクリックス

の発音時刻のデータを参考に.8mmビデオの画像データとつき合わせる形で行った。
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結果

1. 飼育下のネズミイルカの行動

行動の分類

ネズミイルカの行動の分類は，ハンドウイルカ (Tavolgaand E邸乱pian，1957)およびネズミイ

ルカ (Andersenand Dziedzic， 1964)の既往の行動の分類に基づいて， 14の個体間行動と 8の単

独行動に分類した。ここで個体間行動とは，ある個体が他個体に対して行う行動のことを，単独

行動とは一個体の動作や状態を表わす行動のことを言う。

個体間行動

潜りこみ行動 (Divingunder姐 0七herporpoise) :他個体の下側に潜りこみ，体の接触なく通過

していく行動。

押し上げ行動 (Pushingup) :水面に浮いたままでいる個体の下に潜りこみ，浮いていた個体の

体を頭部で水面上に押し上げる行動。

こすりつけ行動 (Rubbing):背面，腹面を他個体にこすりつける行動。

つつき行動 (Pecking):吻で他個体の体の一部をつつく行動。

尾鰭たたき行動 (8もroking):他個体の前に泳いでいって，ゆっくりと尾鰭で相手の頭を打つ行

動。

横切り行動 (Cross-swimming):他個体の進路を横切る行動。

腹見せ行動 (Belly-exposure):突然遊泳速度を上げて他個体の前に進み，体を反転させて腹部

(生殖器付近)を見せる行動。

のぞき見行動 (Lookinginもothe belly) :他個体の腹部(生殖器付近)をのぞき見る行動。

追いかけ行動 (Chasing):泳いでいる個体を後から追いかける行動。

接近行動 (Approaching):水面に浮いたまま静止している個体へ接近する行動。

並泳行動 (Closeswimming):泳いでいる個体に近づき，その個体と並んで泳ぐ行動。

寄り添い行動 (Clo鶴自oating):浮いている個体に近づき，その個体の傍に並んで浮く行動。

噛みつき行動 (Biting):他個体の体の一部を噛む行動。

スノーティング (8nouting):吻を相手の顔面付近に向げる行動。

なお，今回の観察では交尾行動は観察されなかった。

単独行動

単独での行動は8つに分類することができた。

休息行動 (Floating):水面に浮いたまま動かない行動。

スラッピング (81品pping):尾鰭で水面を打つ行動。

プロー(Blowing):噴気孔から強く息をする行動。

加速遊泳 (A∞eler乱ting):突然速度を上げて泳ぐ行動。
テイルティング (Tilting):体を斜めに傾けたままの状態で泳ぐ行動。

方向転換 (Turningforward) :前転してそのままの姿勢で方向転換する行動。

ボトムタッチ (Touchingぬ.eboもωm):頭を底にこすりつける行動。

サドゥンスイム (8unddenswimming):浮いている個体が突然泳ぎだす行動。

2. 個体聞における行動

日本沿岸のネズミイルカの成熟体長は，雄が約 150cm，雌が約 170cmと報告されている

(Miyaz紘iωal.， 1987; Gaskin et al.， 1993)。実験に用いた飼育個体内でNo.1とNo.2がこの成

熟体長に達していた。なお， NO.2は捕獲時に妊娠しており，飼育期間中の4月29日に水槽内で

- 96-



中村ら:ネズミイルカの威嚇鳴音

出産した(死産)。これらの個体間で見られた行動を，雄から雌，雌から雄，雌から雌の関係ごと

で，行動の頻度を調べた。

No.1の各雌 (No.2，，-，No. 5)に対する行動の頻度を Fig.4に示した。 No.1の各雌に対する行動

の中で， No.2に対する行動がもっとも多く，各行動は， r潜りこみ行動j，r押し上げ行動j，rこ
すりつげ行動j，rつつき行動j，r並泳行動jおよび「寄り添い行動」であった。一方， No.3に対
しては「こすりつけ行動」と「追いかけ行動Jおよび「スノーティングJが多く行われていた。 No.
1から No.2へ多く行われていた「こすりつけ行動jと「つつき行動」は，ハンドウイルカを用い

た観察において交尾前に雌雄聞で行われていた行動と一致する (Tavolg品阻dEss昭ian，1957)こ

とから，これらの行動は求愛行動であると考えられた。また， r押し上げ行動jは，一般に援助行
動 (epimeleticbehavior)と呼ばれる種類の行動で，ネズミイルカにおいても傷ついた個体や病気

の個体を水面に押し上げる行動が報告されている (Caldwelland C乱ldwell，1965; Andersen and 

Dziedzic， 1964)0 No.2は妊娠していてほとんどの時聞を水面で浮いたまま過ごしていたことか

』

o-詰
z
o
a
吉

hF252eo』
Hh

。l-
1:[高石町lor
No.2 

圃圃

No.3 NO.4 

Female 

Fig. 4. Frequency of behavior ca飴gori田 performedby a male (No. 1) with each female (No. 2 
No.5). 
The “oぬerbehavior" ca旬'goryincluded Stroking， Cross-swimming， Belly-exposure， Look-
ing into the belly， Approaching，岨ldBiting. 
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ら， No.1がNo.2に対して行っていた「押し上げ行動」は妊娠している No.2の呼吸を助けるた

めのものであると考えられた。この援助行動とあわせて，低年齢個体や弱っている個体に付き添

う行動が報告されている (Caldwelland Caldwell， 1965; Andersen姐 dDziedzic， 1964)。今回の観

察においても No.1がNo.2に対して， r並泳行動j，r寄り添い行動Jを頻繁に行っていたが，こ
れらの行動もその付き添い行動であると考えられた。 No.1がNo.3，No.4に高い頻度で行ってい

た「追いかけ行動Jと「スノーティング」は，それを受砂た個体が雄から逃避したことから，威
嚇の行動であると考えられた。

各雌 (No.2~No. 5)のNo.1に対する行動の頻度を Fig.5に示した。雌個体の中で， No.3と

No.4の行動の頻度がもっとも高く， No.3は「こすりつけ行動J，r横切り行動j，r追いかげ行動j，
「並泳行動jを， No.4は「つつき行動J，rスノーティングJをそれぞれ多く行っていた。 No.2は
ほとんどの時間を水面で浮いていたが， No.1からの「こすりつげ行動Jや「つつき行動Jに対し
て，何度か「こすりつけ行動Jや「並泳行動Jで応えるのが観察された。 No.3がNo.1に対して
多く行っていた「こすりつけ行動j，r横切り行動jは， No.1がNo.2に対して行っていたのと同
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Table 1. Number of times each female performed each behavior ca七egorywiも，hanoぬerfemale. 
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じ種類の行動であると考えられた。また.NO.3の「追いかけ行動」は.rこすりつけ行動Jや「横
切り行動jの直前によく観察されたことから.No.3から逃避しようとする No.1に接近するため

のものであると考えられた。また.No.1はNo.3の「こすりつけ行動」や「横切り行動」に対し

て，同様の行動で応えることもあったが，それとは反対に拾抗的な行動(r追いかけ行動jや「ス
ノーティングj)をとることもあった。 No.4がNo.1に対して多く行っていた「つつき行動」は，

「スノーティング」を行った直後によくみられた。この「つつき行動Jは，吻を相手の方に向ける
「スノーティング」の動作が大きくなり.No.1に接触したものと考えられる。

雌聞での行動の頻度を Table.1 に示した。この表では，左から順に No.2~5 の 4 個体が他個体

に行った行動の頻度を表わしている。 No.2とNO.3の間.NO.4とNO.5の間の行動頻度が高く，

No.4から No.3も高い値を示した。 No.3がNo.2に対して多く行っていた「潜りこみ行動j.rこ
すりつげ行動j.r寄り添い行動jは.No.1がNO.2に対して行っていた援助行動と同じものであ
ると考えられた。また.NO.2のNo.3に対する「スノーティング」は.NO.3がNo.1に対して「こ

すりつけ行動jや「並泳行動jを行っているときに何度か観察された (Fig.6;♂: No.1，♀ 1: No. 

3，♀ 2: No.2)。このことから.No.2は.No.1と接触を持とうとする No.3を威嚇していたと考

えられた。 No.4はNo.3に対して「スノーティングJを多く行っていた。この「スノーティングJ
行動は.NO.3がNo.lに対して「こすりつけ行動Jを行った後によく観察された (Fig.6;♂: No. 
1，♀ 1: No.3，♀ 2: No.4)。この NO.4のNo.3に対する「スノーティングjも.No.1と接触を

持とうとする No.3を威嚇するためのものであると考えられた。No.4とNo.5の間では頻繁に「こ

すりつけ行動j.r並泳行動jが行われていた。 NO.5は体長が 128cmで未成熟個体であると考え
られ，これらの行動は低年齢の個体を擁護するための付き添い行動であると考えられた。

9 18 367 175 97 18 41 167 6 12 73 Total 

行動と鳴音の関係

1，286分の録音を行い.3，633個のクリックスを得た。クリック間隔の平均値は 8.1ms (SD= 
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Rubblng 

♂ 、さプA

v~ 

~~ 
Fig.6. ♀2晶pproa品hes♀1，which is rubbing ♂ (No.l)， and ♀2 co凶inuously七urns 旬
snout toward七hef:蹴 of♀1.

5.7)，音圧の平均値は 125.7dB 仰 1μP晶 (SD=4.1)であった。

本研究で分類した計22種類の行動のうち， 10種類の行動でクリックスを確認した。すなわち，

個体間行動では「潜りこみ行動j，r追いかけ行動j，r接近行動Jおよび「スノーティング」であ
り，単独の行動では「加速遊泳j，rテイルティングj，r方向転換j，rボトムタッチJおよび「サ
ドゥンスイム」である。

これらの行動にともなって観察されたクリック列の数 (N)，平均クリック間隔，平均受信音圧

をTable2に示した。解析に用いた 3，633例のクリック列のうち，行動時に確認できたクリック列

は2，166例であった。残りの 1，467例については，クリックス発音時に複数個体の行動が重なって

いたため，どの行動にともなうクリックスか判断できなかった。「スノーティングj時のクリック

1∞-
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Table 2. Acoustic charac旬目的icsof clicks produced during differenもbeh晶，viorc晶もegories.

Behavior category N(%) Click-interval (ms) 

M曲直 (SD)

Sound pr朗自ureLevel 
(dB re 1μPa) 

Me阻 (SD)

Diving 34(0.9) 16.2(4.5) 123.8(3.0) 
Rubbing 2(0.1) 16.5(1.1) 124.0(2.6) 
Chasing 18(0.5) 14.2(5.1) 124.8(2.9) 
Appro叫hing 2(0.1) 15.6(2.2) 125.9(4.0) 
Snouもing 1，833(50.5) 3.7(1.7) 127.9(4.3) 

Accelera.ting 123 (3.4) 15.2 (4.8) 126.0 (3.2) 
Tilting 93 (2.6) 15.6 (4.6) 125.5 (2.5) 
Turning forward 7 (0.2) 13.5(4.5) 125.4(2.4) 
Touchingぬ.ebotωm 19(0.5) 15.9(3.5) 122.9(2.6) 
Sudden swimming 35(0.9) 17.8(3.1) 126.7(3.5) 

Unknown 1，467(40.3) 8.2(5.6) 126.7(3.4) 

スが最も多く (1，833例;50.5%)，次いで「加速遊泳J(123例;3.4%)， rテイルティングJ(93例;
2.6%)の順であった。

個体間行動のうち， r潜りこみ行動J，rこすりつけ行動J，r追いかけ行動」および「接近行動J
のクリック間隔の平均値は 14.2-16.5msの範囲にあるのに対し， rスノーティングj時のクリック
間隔の平均値は 3.7四 (SD=1.7)と非常に低い値であった。音圧の平均値は 123.8-127.9dB re 1 

μPaの範囲にあった。

単独行動時のクリック間隔の平均値は 13.5-17.8ms，音圧の平均値は 122.9-126.7dB re 1μPa 

の範囲にあった。

考 察

イルカ類における威嚇行動は， r口を聞け誇示J(Wallace，1979)や「顎の打ち鳴らしJ(Morg岨，
1979)などが知られている。ネズミイルカの場合には，脅かす個体へ吻が向くまで体を曲げて，そ

の後直ぐに立ち去る行動が報告されている (Amundinand Amundin， 1971)。今回の観察では，こ

の「スノーティングJを最も多く行っていたのは No.4であった。 No.4の行う「スノーティングj
は，普通の個体が行うものと異なり，前方から接近してくる個体に対して擦れ違う直前に「スノー

ティングjするのが何度か観察された (Fig.7)0No.4の泳ぎは他の個体とは少し異なり，細かい

横ゆれををしながら泳いでいた。実験終了後これらの個体を放流する際に気付いたが， No.4は右

の胸鰭部分を負傷していた。 No.4はこのことが原因で，素早い方向転換が行なえず，自分の遊泳

進路上に現れる他個体に対して「スノーティング」を行っていたと考えられる。今回の飼育観察

は，直径6mという限られた空間内に 5頭を同時に飼育して行ったものである。そのため， No.4 

で見られたような「スノーテイング」の使用が他の個体でもあったことが予測される。しかし， No. 

1を介して行われていた雌聞での「スノーティングJ(Fig. 6; No.2から No.3，No.4から No.3)
は， No.1に接近する個体に対し急接近して， rスノーティングjを行っており，それを受けた個
体も逃避していたことから，この時の「スノーティングjは威嚇行動であると考えられた。

「スノーティング」時に観察されたクリック間隔の短いクリックスは，それを受けた個体が必ず

逃避したことから威嚇(衝突警戒を含む)の信号であると考えられた。このクリックスの物理的

特性として，短いクリック間隔が上げられる。これは短時間に強い音エネルギーが放出されるこ

とから考えても，威嚇のための信号に適している。また，クリックは非常に指向性の強いパルス
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Snoutlng 

、

，α 
Fig.7. a andβappro邸，heach other，a色urnsiωsnou七七oward七，heface of β，阻dboもhswim 
away. 
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波であり，そのビームはイルカの頭部から直線上に照射される (Au的晶L，1974， 1978; Au， 1980)。

そのため，そのビームの主軸から標的が少しでも離れると，相手に到達するクリックスの音圧は

減少する。飼育下のネズミイルカが，相手の顔面近くまで吻を接近させてこのクリック間隔の短

いクリックスを発していたのは，クリックスのもつ指向性によるところが大きいと考えられる。一

方，その他のクリックスをともなった行動は，いずれも遊泳時の体勢が傾いていたり，遊泳速度

が急に変化していたことから，急変する環境を即時に認知するためのエコーロケーション用のク

リックスであると考えられた。

マイルカ科の低周波ホイッスルは無指向'性に近いため，周りにいる複数個体に同時に信号を送

ることが可能であるのに対し，クリックスは鋭い指向性を持つため，同時に多くの個体に情報を

伝えることができない。クリックスのみを発する種がホイッスルを発する種に比べ，比較的小さ

な群れで生活しているのは，このような音響特性を反映している可能性がある。

今回観察されたクリック間隔の短い威嚇用のクリックスは，雄個体をめぐる雌間の闘争にも用

いられていた。本研究の観察では雌雄間での個体間行動は観察されたものの，交尾に至までの一

連の行動は観察されなかった。しかし，低周波のホイッスルを持たない本種が，この指向性の強

いクリックスを雌雄聞での繁殖行動中に用いている可能性は十分に考えられる。この繁殖に関わ

るクリックスの使用については今後の研究課題である。
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要 約

ネズミイルカ Pおω側 aphωenaは，高周波のクリックスのみを発する小型ハクジラ類である。

本研究では，飼育下のネズミイルカを用い，その個体間行動とクリックスの音響特性の関連につ

いて調べた。個体間行動が 14種類，単独行動が8種類観察され，そのうち， 10種類の行動でクリッ

クスの発音を確認した。特に，相手の顔面付近に吻を向ける行動，すなわち「スノーティング」に

おいて，全クリックスの 50.5%が発せられ，そのクリック間隔は 3.7msと平均値より低い値で

あった。また，鳴音を放射された個体が逃避したことから，このクリック間隔の短いクリックス

は威嚇の信号であると考えられた。
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